
メリット

• IT部門の生産性と業務部門のセル

フサービス環境を強化

• データの品質を測定してカスタ

マーエクスペリエンスの向上に活

用

• データ品質を視覚化し、データガバ

ナンス担当者のエンパワメントを

実現

• 高品質なデータでアナリティクスの

信頼性を確保

• オンプレミス、クラウド、ビッグ

データ、既存のデータセットに分散

しているデータを監視、クレンジン

グ

データ品質を高め、データ主導のデジタルトランスフォーメーションを促進

信頼できるデータ品質プログラムで信頼できるデータを提供

ビジネスイニシアチブが成功するか失敗に終わるかは、データ品質の問題を特定して修正できるかど

うかによって変わります。データの問題を適切に特定して修正しなければ、データのエラーによって数

百万ドルものコストが発生するだけでなく、販売機会を失ったり、不要なリスクに晒されたりする恐れ

があります。データ品質の問題を特定するには、すべてのドメイン、アプリケーション、地理的所在地

を網羅する適切なアプローチが必要です。

Informatica® Data Qualityでは、総体的なアプローチに基づいて、社内全体のデータ品質を管理する

ことが可能になります。Informatica Data Qualityによって、ミッションクリティカルなタスクを自動化し

ながら、あらゆるユーザー、タイプ、規模を網羅したデータ主導のデジタルトランスフォーメーションイ

ニシアチブやプロジェクトを成功に導くことができます。

個々のユーザーに合わせた最適なユーザーエクスペリエンス

Informatica Data Qualityは、各チームメンバーに最適なユーザーエクスペリエンスを提供し、さまざ

まなレベルの能力、スキルセット、関心分野へ柔軟に対応します。

ワークロードに応じた最適な規模で導入

Informatica Data Qualityでは、業務部門またはIT部門の各チームが、すべてのワークロード（リアル

タイム、Webサービス、バッチ、ビッグデータ）に対して簡単にデータ品質を導入できます。

使用事例に応じた最適な導入モデル

社内で推進しているイニシアチブのタイプを問わず、Informatica Data Qualityでは、次のようなあら

ゆる使用事例にデータ品質を導入できます。

• データガバナンス

• マスターデータ管理

• 360度の顧客ビュー

• アナリティクス

• リスク管理

• 企業データレイク

 Informatica Data Quality
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適切な自動化で生産性を最大化

Informatica Data QualityのCLAIRE™エンジンによって、データディスカバリなどの重要なタスクを社

内全体で自動化し、生産性、効率性、有効性を高めることができます。

主な機能

役割に応じたインターフェイス

データ品質に対するニーズはユーザーによって異なります。業務担当者はデータの分析に重点を置く

傾向にあり、開発者や設計者はルールを定義するためのツールを必要とします。しかし、チームの目

標を達成するには、ユーザー間のコラボレーションが重要であるのと同様に、ツール間のコラボレー

ションも重要です。Data Quality Analyst ToolとData Quality Developer Toolsはどちらも共有リポジ

トリを利用するので、IT開発者はすべてのアプリケーションとプロジェクトにわたって、業務アナリス

トやデータスチュワード（データ管理／案内人）が使用したプロファイリングやルールの仕様をすべ

て再利用できます。

Data Quality Analyst Tool

Informatica Data Quality Analyst Toolはブラウザベースの使いやすいツールで、データスチュワード

や業務アナリスト、部門マネージャーはデータ品質プロセスを主導して優れた成果を挙げることがで

きます。さらに、データをプロファイリングして、反復的なデータ分析を実行できるだけでなく、特定の

レコードを柔軟にフィルタリングおよびドリルダウンして、問題を迅速に検出できます。

図1：Analyst Toolのビジネスルール指定機能を使用すれば、データスチュワードや業務担当者はカスタムのデー
タ品質ルールを作成して業務要件を実装できます。

業務担当者は、同僚に電子メールでURLを送信するだけで、スコアカードやレポートを通じてデータ

品質評価指標を監視および共有できます。品質ルールの指定、検証、設定、テストを整流化できるだ

けでなく、業務部門とIT部門のコラボレーションも実現します。その結果、業務部門の関係者がデー

タ品質の改善に関与して適切なビジネスコンテキストを提供することが可能になります。
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Data Quality Developer Tool

Informatica Data Quality Developer Toolによって自動化、相互接続、ユーザーエクスペリエンスを

強化することで、データ品質チームの生産性が向上します。設計者や開発者は、場所を問わずあらゆ

るデータソースを迅速に探索してアクセスできるため、データの分析、プロファイリング、検証、クレン

ジングのプロセスが向上します。また、ルールの実行スケジュールを設定するとともに、Informatica 

Data Quality、PowerCenter®
、Master Data Managementなどでルールを共有することが可能になり

ます。

Developer Toolでは、データ品質ルールと高度なデータ変換ロジックを柔軟に組み合わせて、ミッド

ストリームと比較プロファイリングを実行できます。このため、データ品質ルールを開発しながらロジ

ックを検証およびデバッグすることが可能です。また、データ品質サービスを設定してデータの物理

的／仮想プロビジョニングを任意のレイテンシで実行できます。

データ品質プロセス全体を管理

Informatica Data Qualityでは、企業の規模、所在地、取り扱うデータの量や種類を問わず、データ品

質プロセス全体を管理できます。顧客データ、サードパーティデータ、製品データ、サプライヤーデー

タ、トランザクションデータ、IoTデバイスデータなど、ビジネスイニシアチブの軸になるデータの種類

に関係なく、Informatica Data Qualityによってデータの品質を確保できます。データ品質ルールで要

件に対応できない場合（値の欠落など）や、機密データをマージする場合は、高度な例外管理を通

じてチーム全体にタスクを配布することで問題を解決できます。

データ品質を柔軟に展開

品質を管理するデータの保存場所がオンプレミスでもパブリッククラウド（Amazon Web Services

やMicrosoft Azureなど）でも、ルールを柔軟に実装できます。ルールはツール間で再利用できるの

で、データスチュワードは重複する作業に時間と労力を費やす必要がありません。さらに、マスターデ

ータ管理、ビッグデータ、データ統合などのイニシアチブ間でプロセスを再利用することも可能です。

主なメリット

データの品質を測定してガバナンスとコンプライアンスを確保

企業データのガバナンスプログラムでは、チームが事業部門であるか、IT中心の役割であるかに

かかわらず、共通の目標に向かって連携する必要があります。優れた仕事を遂行するためのテクノ

ロジーやツールについては、各チームが固有のニーズを抱えています。Informatica Axon™ Data 

Governance、Informatica Data Quality、Informatica Enterprise Data Catalogの自動統合により、チ

ームは企業データのガバナンスプログラムの成功を定義、探索、測定、監視できます。また、社内全体

の総体的な成功について関係者、リーダー、規制当局などへの報告を自動で実行できます。
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インフォマティカについて

デジタルトランスフォーメーショ

ンによって我々の期待値が変化

しています。より良いサービスを、

素早く、便利に、低コストで利用

したいという期待が高まってい

るのです。企業も状況に応じて

変化する必要があります。そし

てそのヒントは「データ」にあり 
ます。

エンタープライズ向けクラウド

データ管理で世界をリードする

インフォマティカは、俊敏性を高

め、新たな成長機会を実現する

だけでなく、新たなイノベーショ

ンを生み出すことさえ可能にする

将来への洞察力を提供します。イ

ンフォマティカは、あらゆるデー

タを徹底的に重視し、企業の成

功に必要とされる汎用性を提供

します。

インフォマティカは、企業がこれ

からのインテリジェントな破壊

的イノベーションを推進できるよ

う、当社が提供するあらゆるサー

ビスを通じてデータの力を継続

的に引き出すことを支援します。

アナリティクスとビジネスインテリジェンスが信頼できる結果を提供

環境をどれだけ高度に視覚化しても、基盤となるデータの信頼性が低ければ、アナリティクスの

結果を信頼することはできません。高品質のアナリティクスには、高品質のデータが欠かせませ

ん。Informatica Data Qualityでは、データ品質のプロファイリング、標準化、測定、監視を実行して、

現在および将来にわたって信頼できるデータとアナリティクスを獲得できます。

図2：Informatica Data Qualityのデータプロファイリング機能を使用すれば、データスチュワードはデータのパタ
ーンや値を分析できます。これに基づき、データ品質の問題を特定し、ビジネスルールを作成して、その後の分析
や修正に活用することが可能です。

高品質データでカスタマーエクスペリエンスイニシアチブを強化

顧客は質の高いエクスペリエンスを求めています。貴社が最良のエクスペリエンスを提供しなけれ

ば、顧客は他社の製品やサービスに乗り換えるだけでなく、貴社が提供したエクスペリエンスのマイ

ナスイメージを周囲に拡散するでしょう。賢い企業はこのことをよく理解しています。また、卓越した

エクスペリエンスを提供できるか、標準以下のエクスペリエンスしか提供できないかを決めるのは、

信頼できるデータの有無であることも理解しています。顧客の期待に応えるには、可能な限り正確か

つ最新の顧客データが欠かせません。Informatica Data Qualityを導入すれば、社内のすべてのチー

ムメンバーが、最高品質のデータに基づいてカスタマーエクスペリエンスアプリケーションやマスタ

ーデータ管理ツールを実行できます。結果、カスタマーエクスペリエンスの質を飛躍的に高めること

が可能になります。

詳細は、インフォマティカのWebサイトをご覧ください。 

www.informatica.com/jp/products/data-quality

https://www.informatica.com/jp/products/data-quality

